
　
宅
地
内
で
漏
水
が
発
生
し
た
場

合
、
給
水
管
な
ど
は
個
人
の
財
産

と
な
り
ま
す
の
で
、
修
理
な
ど
は

所
有
者
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
道
路
と
宅
地
の
境
界

か
ら
水
道
メ
ー
タ
ま
で
の
漏
水
に

つ
い
て
は
修
理
費
用
は
特
例
が
適

用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
宗
像
地
区
水
道
管
理
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　
宗
像
地
区
水
道
管

理
セ
ン
タ
ー
☎
6
2
･
0
9
7
5

　
８
月
１
日
、筑
後
川
か
ら
水
の
供

給
を
受
け
て
い
る
福
岡
都
市
圏
一

斉
に
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。福
津・宗
像
市
内
で
も
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
チ
ラ
シ
と
有
明
海
産「
福

岡
有
明
の
り
」を
配
布
し
な
が
ら
、

「
水
を
た
い
せ
つ
に
」の
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
。

　
９
月
29
日
、
筑
後
川
流
域
の
日

田
市
大
山
町
の
児
童
と
宗
像
地
区

の
児
童
が
、
福
岡
市
博
多
区
の

チ
ャ
イ
ル
ド
キ
ッ
チ
ン
で
ラ
ー
メ

ン
・
餃
子
作
り
体
験
を
し
て
交
流

し
ま
し
た
。
ま
た
、
海
水
淡
水
化

セ
ン
タ
ー
「
ま
み
ず
ぴ
あ
」
を
見

学
し
、
水
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

　
下
記
の
公
有
財
産
を
先
着
順
で

売
却
し
ま
す
。
現
状
は
さ
ら
地

で
、
住
宅
の
建
築
も
可
能
で
す
。

受
付
時
間　
平
日
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午

後
1
時
ま
で
は
除
く
）

　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
経
営
施
設
課
経
営

係
☎
6
2
･
0
0
3
1

　
宗
像
地
区
事
務
組
合
で
は
、
平

成
31
年
度
に
宗
像
地
域
と
筑
後
川

流
域
市
町
村
の
子
ど
も
た
ち
の
交

流
事
業
（
か
っ
ぱ
リ
ン
グ
事
業
）

の
実
施
を
担
う
市
民
団
体
な
ど
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
実
施
団
体
に

は
事
業
負
担
金
を
交
付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
す
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
総
務
係
☎

6
2
･
0
0
3
1

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
多
数
ご
応
募
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
入
賞
作
品
を
海
の
道
む
な
か

た
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
11
月
１
日
（
木
）
〜
11
月

26
日
（
月
）

場
所　
海
の
道
む
な
か
た
館
（
宗

像
市
） 

問
い
合
わ
せ　
総
務
課
総
務
係
☎

6
2
･
0
0
3
1

　
急
患
セ
ン
タ
ー
は
、
夜
間
や
休

日
、
お
盆
や
年
末
年
始
に
、
内
科

と
小
児
科
に
限
っ
て
応
急
処
置
を

行
う
診
療
所
で
す
。
翌
日
は
か
か

り
つ
け
の
医
師
な
ど
の
診
療
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
健
康
保
険

証
、
各
種
医
療
証
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
宗
像
地
区
急
患
セ

ン
タ
ー
☎
3
6
･
1
1
9
9

官民境界線 給
水
管
漏
水
時
の

費
用
負
担
に
つ
い
て

水
を
大
切
に

　
〜
福
岡
都
市
圏

　
　「
水
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜

「
宗
像
地
区・大
山
町
こ
ど
も

交
流
事
業
〜
か
っ
ぱ
リ
ン
グ

2
0
1
8
〜
」を
開
催
し
ま
し
た

公
有
財
産（
土
地・福
津
市

星
ヶ
丘
）を
売
却
し
ま
す

平成30年11月１日号

36
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企
画
編
集
　
宗
像
地
区
事
務
組
合
総
務
課

住
所 

〒
8
1
1-

3
5
0
7 

宗
像
市
多
禮
2
9
8
番
地

☎
6
2
・
0
0
3
1
　
F
A
X 

6
2
・
1
9
7
0 

E-m
ail

　info@
m
unakatajim

u.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
unakatajim

u.or.jp/
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「
か
っ
ぱ
リ
ン
グ
事
業
」

 

事
業
者
募
集

宗
像
地
区
急
患
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
願
い

「
わ
た
し
た
ち
の
水
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

作
品
を
展
示

平成２９年度 宗像地区事務組合決算概要平成２９年度 宗像地区事務組合決算概要

▲交流を楽しむ子どもたち

▲「JR赤間駅」伊豆副組合長（宗像市長） ▲「JR福間駅」原﨑組合長（福津市長）

　宗像地区事務組合の会計は、消防・し尿処理事業にかかる経費を計上する
「一般会計」、急患センター事業、簡易水道事業にかかる経費を計上する「特
別会計」および水道事業にかかる経費を計上する「水道事業会計（公営企業会
計）」があります。

　平成２９年度 決算の特徴　平成２９年度 決算の特徴
　一般会計の主な事業は、消防ポンプ自動車（２台）の更新6,804万円）、福岡都市
圏消防通信指令業務共同運用システム工事事業（3億4,866万3千円）です。〔表１〕
　急患センター事業特別会計では、同センターの管理運営業務委託（2億3,302万2
千円）が主な事業です。〔表２〕
　大島簡易水道事業特別会計の主な事業は、地下水源（井戸）のさく井工事等を行い
ました。２７年度までに浄水場の更新が終了し、２８年度で国庫補助事業が終了した
結果、事業費が減少し、今年度も歳入歳出ともに大幅な減少となりました。〔表３〕
　本木簡易水道事業特別会計は、２８年度で行った配水管布設替工事を行わな
かったため事業費が減少し、前年度と比べて歳入歳出ともに大幅に減少しました。
〔表４〕
　水道事業会計は、引き続き国庫補助事業を活用して施設整備事業を進めました。
一般改良事業として、浄水施設の更新、配水施設更新及びその他更新事業に12億
7,803万6千円、拡張事業として配水施設拡張及びその他拡張事業に3億877万5千
円を執行し、引き続き水の安定供給及び水道施設の整備拡充に努めました。なお、
資本的収支の不足額は、損益勘定留保資金などの補てん財源を充てました。〔表５〕

〔表2〕

〔表3〕

〔表4〕

〔表5〕

◆平成29年度急患センター事業特別会計決算
歳　入
歳　出

2億7,343万8千円（前年度比 103.7％）
2億5,007万7千円（前年度比 101.7％）

◆平成29年度大島簡易水道事業特別会計決算
歳　入
歳　出

7,817万8千円（前年度比62.6％）
7,812万3千円（前年度比73.4％）

◆平成29年度本木簡易水道事業特別会計決算
歳　入
歳　出

911万2千円（前年度比72.0％）
911万1千円（前年度比72.0％）

◆平成29年度水道事業会計決算
収益的収支（ご家庭まで給水するための収支）
収益的収入
収益的支出

34億6,926万2千円（前年度比101.3%）
28億3,297万1千円（前年度比102.8%）

資本的収支（水道施設を整備・拡充するための収支）
資本的収入
資本的支出

12億1,538万5千円（前年度比246.3%）
19億1,921万3千円（前年度比127.0%）

〔表1〕
◆平成29年度一般会計決算

21億1,370万9千円（前年度比116.0％）
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
繰入金
繰越金
諸収入
組合債

16億225万1千円
275万9千円
6万4千円
0千円

6,497万7千円
2,385万8千円
4億1,980万円

議会費
総務費
衛生費
消防費
公債費

320万6千円
4,048万6千円

1億5,052万6千円
17億5,551万3千円

1億30万6千円

歳　入

20億5,003万7千円（前年度比116.7％）歳　出

所  在  地 
公簿地目
公簿面積
売却価格

福津市星ヶ丘53番85
雑種地
226㎡（68.36坪）
460万円

せい
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、

７
月
27
日
か
ら
７
月
30
日
ま
で
の

４
日
間
、
宗
像
地
区
消
防
本
部
か

ら
は
車
両
１
台
、
隊
員
６
人
を
緊

急
消
防
援
助
隊
（
福
岡
県
大
隊
）

と
し
て
、
広
島
県
に
派
遣
し
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

◆
気
象
概
要

　
6
月
28
日
以
降
、
北
日
本
に
停

滞
し
て
い
た
前
線
が
、
7
月
5
日

に
は
西
日
本
ま
で
南
下
し
て
そ
の

後
停
滞
し
ま
し
た
。
前
線
や
台
風

第
7
号
の
影
響
に
よ
り
、
日
本
付

近
に
暖
か
く
非
常
に
湿
っ
た
空
気

が
供
給
さ
れ
続
け
、
西
日
本
を
中

心
に
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨

と
な
り
、
48
時
間
雨
量
、
72
時
間

雨
量
が
、
中
国
地
方
、
近
畿
地
方

の
多
く
の
地
点
で
観
測
史
上
1
位

と
な
り
ま
し
た
（
１
府
10
県
に
大

雨
の
特
別
警
報
を
発
表
）
。

◆
被
害
状
況
（
９
月
５
日
現
在
）

　
・
死　
者　
2
2
１
人　
　
　

　
　
（
宗
像
地
区
管
内　
０
人
）

　
・
行
方
不
明
者　
９
人　
　
　

　
　
（
宗
像
地
区
管
内　
０
人
）

　
・
負
傷
者　
３
９
０
人　
　
　

　
　
（
宗
像
地
区
管
内　
０
人
）

◆
隊
員
の
話

　
「
目
に
入
る
全
て
の
も
の
が
変

わ
り
果
て
た
様
子
に
、
自
然
災
害

の
凄
ま
じ
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
行
方
不
明
者
の
発
見
と
復

興
を
職
員
一
同
願
っ
て
い
ま
す
。

◆
緊
急
消
防
援
助
隊
と
は

　
緊
急
消
防
援
助
隊
は
、
平
成
７

年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
と

し
て
、
大
規
模
災
害
時
な
ど
に
全

国
の
消
防
が
力
を
合
わ
せ
て
人
命

救
助
活
動
な
ど
を
効
果
的
で
迅
速

に
行
え
る
よ
う
に
、
消
防
の
援
助

体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
12
月
22
日
に
、
新

潟
県
糸
魚
川
市
で
小
規
模
飲
食

店
か
ら
発
生
し
拡
大
し
た
大
規

模
火
災
を
受
け
、
今
ま
で
消
防

法
令
で
消
火
器
具
の
設
置
義
務

が
な
か
っ
た
延
べ
床
面
積
１
５

０
㎡
未
満
の
飲
食
店
に
対
し
、

２
０
１
９
年
10
月
１
日
か
ら

消
火
器
具
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。
※
総
務
省
令
で

定
め
る
防
火
上
有
効
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

予
防
課
☎
３

６
・
３
０
８
０

　
９
月
に
宗
像
地
区
の
中
学
校
か

ら
、
合
計
24
人
の
生
徒
が
職
場
体

験
に
来
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
福
津
・
宗
像
市
合
同

で
の
職
場
体
験
で
、
例
年
よ
り
多

く
の
生
徒
が
消
防
署
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
環
境

や
普
段
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
厳

し
い
訓
練
に
驚
い
た
様
子
で
し
た

が
、
訓
練
を
行
っ
て
い
く
う
ち
に

学
校
間
の
垣
根
を
越
え
て
、
互
い

に
協
力
し
励
ま
し
あ
っ
て
無
事
に

職
場
体
験
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
職
場
体
験
を
き
っ
か
け
に
、

彼
ら
の
中
か
ら
未
来
の
消
防
士
が

生
ま
れ
、
共
に
尊
い
命
を
救
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
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危険物取扱者試験

受験準備講習会
　危険物取扱者試験の受験対策として受験準備講習
会を実施します。
講習種類　乙種４類
受付　１２月１７日（月）～平成３１年１月２２日（火）
講習日　平成３１年１月２３日（水）
講習場所　消防本部大会議室
試験案内
試験種類　全種類
試験日　①平成３１年２月２４日（日）
　　　　②平成３１年３月３日（日）
受付期間（書面）　１２月１６日（日）～平成３１年１月１０日（木）
願書　１２月３日頃から消防本部、各署所で配布
試験場所　
①北九州（会場未定）、筑後（会場未定）
②福岡（九州産業大学）、筑豊（福岡県立大学）
問い合わせ　予防課☎36・３０８０

甲種防火管理再講習会

受付　平成３１年２月１日（金）～２月１３日（水）
講習日　平成３１年２月１４日（木）　
            9:30～11：３０※受付は9：00～
講習場所　消防本部大会議室
問い合わせ　予防課☎36・３０８０

応急手当普及員講習

　応急手当普及員が勤務している福津・宗像市の事
業所等または、居住している福津・宗像市内の自主防
災組織等で、その従業員や構成員に対して普通救命
講習の指導を行う、指導員育成のための講習です。日
時の詳細はホームページに掲載します。
日時　平成３１年２月または３月予定
　　　※３日間必須の受講となります。
講習時間　9：00～18：00（８時間×３日間）
講習場所　消防本部講堂　受付方法　電話
問い合わせ　救急課☎36・２４５５

応急手当普及員再講習

　すでに応急手当普及員として認定されている人を
対象とした講習です。日時の詳細はホームページに掲
載します。
日時　平成３１年１月予定　
講習時間　9：30～12：30
講習場所　消防本部講堂
対象者　平成２８年１月及び２月に応急手当普及員認
　　　　定証を交付された人
申込方法　電話
問い合わせ　救急課☎36・２４５５

　新春恒例の宗像地区消防出初式を福津市のイオン
モール福津駐車場で開催します。
　宗像地区の消防署、消防団から約３００人、車両約３
０台が参加し、宗像地区の安全を願い、さまざまなアト
ラクションが行われます。はしご車の試乗やちびっこ
消防士になって記念撮影をしてみませんか。
　多数のご来場をお待ちしています。
日時　平成３１年１月１４日（月・祝）　10：00～
場所　イオンモール福津駐車場
問い合わせ　警防課☎36・２４８１

平成３１年宗像地区消防出初式

救命講習の受講者募集

　受講料無料で、修了証を発行します。詳しくはお問
い合わせください。
内容　定期救命講習（普通救命講習Ⅰ）
日時　１２月１６日（日）　9：30～12：30
講習場所　消防本部講堂
講習内容　心肺蘇生法、AEDの使用方法、その他の
　　　　　応急手当
申込方法　電話
問い合わせ　救急課☎36・２４５５

　この訓練は、消防団と消防署の連携強化と地域住
民の防火意識を高めるために火災防ぎょ訓練を行い
ます。
日時　１１月１０日（土）　21：00～
場所　福津市上西郷地区周辺
日時　１１月２５日（日）　午前中
場所　宗像市アスティ周辺
問い合わせ　警防課☎36・２４８１

消防団・消防署合同火災防ぎょ訓練

　火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、１１月９
日（金）から１５日（木）までの７日間、秋の全国火災予防
運動が実施します。運動期間中は防災チラシの配布や
イベントなどの火災予防普及啓発活動を行います。
　福津・宗像市の両消防団と消防本部は、火災予防の
「のぼり」を立てた消防車で管内を防火パレードします。
　また、今年で４２回目となる消防ママさんバレー
ボール大会を開催します。
●防火パレード
日時　１１月８日（木）　9：00～13：00
問い合わせ　警防課☎36・２４８１
●消防ママさんバレーボール大会
日時　１１月１１日（日）　10：00～19：00
場所　宗像市民体育館、河東小学校体育館
問い合わせ　予防課☎36・３０８０

秋の全国火災予防運動

平
成
３０
年
７
月
豪
雨
に
よ
り

広
島
県
へ
応
援
出
動

飲
食
店
を
営
業
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

〜
消
防
法
令
改
正
に

　

 

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
〜

中
学
生
の
職
場
体
験
奮
闘
記

〜
福
津
市・宗
像
市

　
　
　
　
合
同
職
場
体
験
〜

訓練の基本は整列から

学校間の垣根を越えた円陣スクワット

緊急消防援助隊　派遣隊員行方不明者捜索活動（安芸郡坂町小屋浦地区）


